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 沖縄や高知、宮崎などの最低賃金は時給６９３円です。最高の東京でも時給９０７円でその

差は２００円以上です。この時給で８時間フルに働いても月額１１万円～１４万円にしかなり

ません。 

６月１４日、今年度の最低賃金引き上げ目安についての議論が中央最低賃金審議会（中賃審）

でスタートしました。この、中賃審で出された目安を基に各都道府県で審議がされ秋には今年

度の最低賃金が決められます。最低賃金の引き上げ額が郵政の時給制契約社員の時給に連動さ

れますから、最低賃金引き上げのたたかいはとっても重要です。 

安倍政権は一億総活躍プラン

などに中期的に「全国平均 1000

円を目指す」との方針を掲げ参

院選挙では、「年率３％ていど

をめどに」というものの、これ

が順調に推移しても、年平均

1000 円に到達するのは 2020 年

代半ばになってしまいます。 

そんなにまてないよ～ 

 

普通に生活するには時給 1000

円でも足りないのです。全国ど

こでも誰でも今すぐ1000円に引

き上げ 1500 円をめざそう！ 

 郵政で働く時給制契約社員の時給は基本給と加

算給の合計額となっています。基本給は以下の通

り地域の最低賃金が基礎となっています。 

 

【基本給】 

  地域の最低賃金（10 円未満の端数は 10 円単

位に切り上げる） 

       ＋ 
  20円（東京の外務はさらに130円を加えた額） 

       ＋ 
【加算給】（基礎評価給と資格給の合計） 

  基礎評価給は基礎評価ですべて「○」は 10 円

など 

       ＋ 
  資格給はスキル評価Ａ，Ｂ，Ｃの結果に基づ

く額となります。 

これを基に東京外務の場合では 

９１０円＋２０円＋１３０円＝１０６０円 

＋加算給となります。 

 


